
アメリカ黒人とスポーツ

一人種差別の実態とその経済的・社会的背景－

問題の所在

1947年，黒人青年Jackie Robinson（ジャッ

キー・ロピソソソ）が，アメリカ大リーグのブル

ックリソ・ドジャーズ（BrooklynDodgers）入

りを果たした。彼の大リーグ入りは，白人スポー

ツ界から黒人を締め出していたいわゆるカラー・

バリヤー（ColorBarrier色の壁）を突破したと

いう意味で，黒人はもとよりアメリカ・スポーツ

界にとっても一つの重要な画期となった。

カラー・バリヤーに一ヶ所の穴が空いたことに

よって、野球，バスケットボール，アメリカソ・

フットボールの三大プロ・スポーツへ黒人が次第

に進出するようになり，今日では，私達がテレビ

などを通じて目にするように，多数の黒人の活躍

が当然視される状況を現出するまでに至っている。

そうしたことからしても，アメリカ・スポーツ界

における人種差別の解消に果たしたその役割は，

実に大きかったといってよい。

にもかかわらず，もう一方では，そのことによ

ってすべてが解消したのではない，ということに

ついてもここで確認しておくことが必要であろう。

水泳やスケート，ゴルフ，テニスなどにおける黒

人プレイヤーの皆無に近い状憩，また，大リーグ

におけるポジショソ別の白人と黒人の占有率にみ

られる明らかな違い，などを人種差別の存在を無

視して合理的に説明することは不可能である。そ

等々力　賢　治

れは，カラー・バリヤーの突破を，人種差別の解

消という側面からのみ評価することの非有効性を

示してもいる。さらにいえば，それは19世紀末以

来黒人ボクサーに付いて廻ったアメリカソ・ドゥ

リーム（American Dream）の体現者という幻

想，そしてスポーツは黒人にとって「社会的上昇

への道（upward escalation）」であるというこ

との虚構軌　などを普遍化する一つの契機となり，

人種差別の事実を隠蔽する役割すら果たしてきた，

と捉えてもよいのではないだろうか。

本小稿では，こうした観点に立って，カラー・

バリヤーの突破を必然化乃至可能にした背景，そ

の成果と評価，突破以降の差別の実態，などにつ

いて述べ，アメリカ・スポーツ界における人種差

別の問題を，その寄って立つ社会的・経済的背景

との関係の中で明らかにしようとするものであ

るD

l　カラー・バリヤー突破以前

まず，1947年以前の黒人スポーツの状況を一瞥

しておこう。

黒人は，1863年1月ユ日の「奴隷解放宣言」に

よって，その奴隷身分からとりあえず解放された。

それまで白人所有者に対して全人格的隷属を強い

られ，何らの時間的・経済的自由も所持し得なか

った彼らが，スポーツ活動を行ない得る状況にな

かったことは多言を要すまい。ただし，自らの自
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由意志によってではなく，「南部の大農園主の間

にはその召使や奴隷の中で屈強な著にボクシソグ

やレスリソグを練習させ，これを他の農園主のか

かえる同類とたたかあせて，その名挙欲と賭け的

興味とを満足させる1）」ために，これを行なった

者もいた。アメリカにおける「スポーツは，・・…・

略‥・・・・イギリス志向を基調にして，アメリカ流に

受容・再構成2）」されてきたのであるが，奴隷に

よるポクシソグやレスリソグ，そして競馬などは，

イギリス流のギャソブル・スポーツがアメリカ流

の「見るスポーツ」そして「見せるスポーツ」へ

再構成されていく歴史的過渡期に現われた「残

虐3）」な現象であった。

解放後も，「40ェーカーの土地と一頭のラバ．／」

が切実な要求であった黒人達にとって，スポーツ

は解放前と同様必ずしも一般的ではなかった。土

地や財産などの経済的裏付のない解放は，スポー

ツを行なうに足る程の余力を彼らに保証し得なか

ったからである。しかし，1870年代以降の興業化

された「見るスポーツ」の発展は，スポーツ界へ

進出する新たな焼金を彼らに提供した。すなわち，

1871年に鼠織化された野球，そして19世紀最終盤

にはプロ化されるアメリカソ・フットボールやバ

スケットボールは，従来からそうであったポクシ

ソグ同様，彼らがその貧困から脱出するるための

一つの手段となったのである。

当時各競技にどれ程の黒人が参加していたのか

明らかではないが，1880年代中頃には野球，1933

年にはアメリカソ・フットボールでそれぞれ黒人

が追放されたという事実4）は，その存在を我々に

示している。とりわけグローブの改善とルールの

スピード化，科学化によって興業的性格を強めた

ボクシソグは，奴隷時代の経験と個人の責任に負

うところが大であるという競技特性によって，黒

人連にとって大きな魅力であったことは想像に難

くない。恐らく多数の者が，質金目当にボクサー

の道を選んだに違いない。そしてその中でもたぐ

いまれな実力と強運を兼ね備えたほんの一振りの
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ボクサーが，その賞金とともに名声をも手にする

ことができたのである。彼らの手にした富と名声

は，「経済的・社会的階層を自力で昇ることによ

って自分の運命を切り開く燐会を与える5）」アメ

リカソ・ドクリームを体現するものである，とさ

れた。しかしそれもまた，1919年に第9代ヘビー

級チャソピオソJack Dempsey（ジャック・デ

ソプシー）が「ニグロの挑戦者は無視する6）」と

いう声明を出したことによって，まさしくかなわ

ぬ「夢」となったのであった。

ここにみてきたよ　うに，「見るスポーツ」の興

業化（＝「見せるスポーツ」）は，貧困な生活を

余儀なくされた黒人達にとってそこから脱出する

磯会を与えるものであったにもかかわらず，彼ら

ノの進出は次つぎと阻止されていった。野球におけ

る「紳士協定」，またゴルフにおけるプロ・ゴ

ルファー連盟の「白人のみ，コーカサス人種の

み」という規約文章など，阻止形態は様ざまであ

ったが，それは，合衆国最高裁判所による1883

年の「黒人の市民的自由」を内容とする公民権

法（1875年）の否定，同じく最高裁による1896

年の「プレッシー対ファーグソソ事件」に関する

判決，などによって正当性を付与されていた。と

くにルイジアナ州の列車内の黒人隔離に関する後

者の判決は，「『隔離はしても平等（SePara・tebut

equal）』なら差別ではないとする著名な原理をう

ちたてることによって，あらゆる人種差別に法的

支柱をあたえ，これを背後から助長したのであ7）」

った。

南部諸州を中心とする交通機関，学校，レスト

ラソ，娯楽施設など，ありとあらゆる場所と機会

における黒人隔離はカラー・バリヤーと呼ぶに相

応しいものであり，時間的なずれや若干の例外は

あるにしてもスポーツ界にも貫徹された。以後，

1947年以降まで黒人プレイヤーは，白人プレイヤ

ーと同一の組織や場所などにおいてプレイする燐

会を失うことになり，黒人のみによる活動を展開

することになる。なかんずく競技様式の近代化や
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プロ化が早く，したがって黒人の参加も早かった

野球では，彼らが自らチームを作り，黒人リーグ

（Negro League）を結成していった。

1920年に最初のリーグが結成されたのを実検に，

多少の紆余曲折を経た後，1937年には黒人ナショ

ナル・リーグ（Negro NationalLeague）と黒

人アメリカ・リーグ（NegroAmericanLeague）

の二リーグ制を確立した。黒人リーグは，「不況

の時代であったにもかかわらず，安定していた8）」

し，史上最高の投手といわれた　Satchel Paige

（サチュル・ペイジ）や黒人ベーブ・ルースと称

されたJoshGibson（ジョシュ・ギブソソ）等を

はじめ，後年野球殿堂入りを果たす偉大なプレイ

ヤーも多数擁しており，その力は大リーグにも充

分匹敵するものであった9）。Richard A．Swans－

On（リチャード・A・スワソソソ）は，1939年に

行なわれた大リーグと黒人リーグの二つのオー

ル・スター・ゲームを比較し，「黒人オール・ス

ター・ゲームが46，247人の観客を動員したのに対

し白人のそれは29，589人であり，その顔色をなか

らしめた（0VerSlladoWed）10）」と述べている。

黒人リーグのこうした技術的・人的蓄積の水準

の高さと観客動員力が，次に述べるように実は，

カラー・バリヤーの突破を推進する大きな要因と

なったのである。

2　カラー・バリヤー突破の背景とその本質

「見るスポーツ」の興業化は，1920年代のいわ

ゆる「スポーツの黄金時代」あるいは「大スター

の時代」を通じて驚くべき数の観衆を動員し，ス

ポーツ興業資本を確立した。30年代になってもそ

れは，不況のあおりを受けつつも，基調としては

20年代に引き続き幾多の大スター・プレイヤーの

名声を利用しつつ，さらに発展してきたのであっ

た。

大リーグもまた著しい発展を遂げ，観客動員数

も1939年には935万人，翌40年には1，000万人の大

台に乗せるまでになった。ところが第二次世界大

戦の勃発が，これに大きな困難をもたらすことに

なったのである。「ゴムやガソリソの欠乏に基づ

く輸送難は，チームの行動を一定地域に局限する

とともに観客数を減少させ11）」，1940年と翌41年

の1，000万人台から42年には900万人を割り43年に

は770万人台にまで落ち込むことになった。また，

「プロ野球界は4，000人以上のプレーヤーを軍隊に

送った。……略……そして，マイナー・リーグの

多くは輸送難と人員不足のために解散した12）」の

であった。

こうした事態が大リーグに大きな打撃を与えた

ことはいうまでもないことであり，興業資本がそ

の立ち直り策を検討せざるを得なくなったことも，

当然予想されるところである。一一万，この時黒人

リーグはその最盛期を形成しつつあったが，それ

を可能にしたのは，すでに述べたようにその技術

的・人的等横の水準の高さと観客動員力であっ

た。したがって興業資本がその立ち直り策の一環

として，これらを自らの枠内へ取り込み，技術

的・人的補充と黒人人口のさらなる観客化を企図

したであろうことは想像に難くない。後者の黒人

表11910′、ノ1930年間の黒人人口の移動

出所：猿谷要『アメリカ黒人解放史』サイマル出版会1971年p・149
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人口の観客化は，興業資本にとってこの時点での

対応策であるとともに将来的な可能性の問題とし

て，とりわけ重要な課題であったといえよう。

蓑1にみられる1910年代から30年代にかけての

黒人人口の急激な移動は，第一次大戦のための戦

時産業の膨張とその後の急激な工業化を誘因とす

る北部工業諸都市への集札　と要約してよいであ

ろう。多数の黒人がこれによって労働老化してい

くのであるが，それは彼らの生活様式の変化をも

惹起した。すなわち，「きわめてわずかずつながら

黒人の生活は向上するようになり，南部でうけて

いたよりもすぐれた教育を，多少なりとも余計に

享受するようになっていった13）」のである。生活

様式の変化は，大リーグを観戦するための費用と，

近代野球の複雑さをも充分理解するに足る能力を

彼らに保証しつつあったのであり，興業資本は

彼らを需要者として掘り起こし取り込むことを

目論んでいた，といってよいであろう。そのため

には，黒人をより多く引付けることのできる黒人

のプレイヤーが必要であったことはいうまでもな

い。そして，当晩大リーグにも匹敵する力のあ

った黒人リーグでも最強のカソサス・シティー・

モナクス（Kansas City Monarchs）の強打者，

Jackie Robinson　にその日が向けられたのであ

った。

彼を大リーグ入りさせたブルックリソ・ドジャ

ーズの会長BranchRickey（ブラソチ・リッキ

ー）が人種差別主義者どころか，人種差別の実態

を調査するニュー・ヨーク市委員会のメソバーに

任命されるような人物であった14）ことも，Jackie

Robinson自身が技術的に勝れ人格的にも高潔で

あったことなども，大リーグ入りの極めて重要な

要素であったことは彼自身が述べているとうりで

ある15）。にもかかわらず，その本質は，ここに述

べたように興業資本による黒人達の需要化にこそ

あったというべきであろう。

加えて，白人の黒人プレイヤー（すべての黒人

であったかどうかは疑しい）に対する態度の変化
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も，一つの重要な背景になった。その変化をもた

らした者が，陸上競技のJesse Owens（ジェ

ス・オウェソス）とボクシソグのJoeLouis（ジ

ョー・ルイス）の二人であったことは，すでに

よく知られているところである。二人は1930年

代を代表する大スター・プレイヤーであったが，

それはなにより彼らが当時次第に勢力を拡大しつ

つあったナチス・ドイツに，スポーツの舞台に

おいて痛打を浴びせたことによっていた。Jesse

Owensは，1936年のオリソピック・ベルリソ大

会で4つの金メダルを取りHit1er（ヒトラー）を

悔しがらせ，またJoeIJOuisは，ナチス・ドイツ

の誇るSchmeling（シュメリソグ）を1938年に

行なわれた二度目の対戦においてノック・アウト

したことによって，アメリカの威信を守った国民

的英雄となったのである。彼らは同時に，「市民

権については何も語らなかったので多くの白人に

よい印象を与え」，「清潔に生活し」「クリーソな

ファイトを」し，「そして特に，決して白人の女

性と一緒に写真をとらないこと」などの規範を守

り，多数派の白人に受け入れられるように工夫し

た16）。二人の生活の在り方は，たとえ作られたも

のであったにせよ白人の間に黒人に対する良好な

イメージとして固定され，人種差別の解消に力に

なるとともに，後年のJackieRobinsonを受け

入れる土壌ともなったのである。彼らの生活の在

り方に対する評価は別にしても，その存在と影響

は極めて大きかった。Jackie Robinsonによる

カラー・バリヤー突破の背後には，こうした要因

が複雑に交錯していたのである。

311pWard．eSCalationの虚構性

ブルックリン・ドジャーズ入りしたJackie

Robinsonは，白人プレイヤーによるヤジや悪質

な防害などに加え家族に対する脅迫を受けるなど

もしたが，その年の新人王に選ばれ，ワールド・シ

リーズ進出の原動力ともなった。観客動員の面で



アメリカ黒人とスポーツ　Ⅰ

も「新たな動員を可能にし，相当な利益を得た17）」

といわれ，興業的にも成功したのであった。

大リーグに相前後して，やはり観客動員数の増

加をねらって黒人選手を導入していたプロ・フッ

トボールに加え，1950年にはナショナル・バスケ

ットボール協会も黒人選手を認め，テニスでも全

米選手権への出場を許可するなど，他のスポーツ

もこれに追随した。

しかし，カラー・バリヤーが撤廃されたからと

いって，黒人プレイヤーが大量に進出したわけで

はなかった。Jackie Robinsonが大リーグに入

ってから10年後の1957年においても「ナ・リーグ

の黒人選手はわずかに12人にすぎなかったし，

1960年になってもア・リーグにおける黒人選手は

6人にすぎなかった」のであり，「1967年にナ・

リーグで34人，ア・リーグでは21人であった。

1977年には黒人の大リーグ選手は284人で，これ

は両リーグのプレイヤー全体の21％」であった，

とJayJ．Coakley（ジェイ・J・コークリー）は

述べている18）。また，BenjaminG．Rader（ペソ

ジャミソ・G・レイダー）によれば，1975年から

76年にかけてプロのティーム・スポーツに在籍し

た黒人プレイヤーの総数は，888人であった19）。表

2は，各年の三大スポーツにおける黒人プレイヤ

ーの割合を示したものである。これからすれば，

黒人プレイヤーの割合は，1975年の大リーグを除

いていずれも例外なく増加してきたのであるが，

表2　黒人プレイヤーの割合（％）

年　野　球　バスケットボール
アメリカソ・
フットボール

出所：Gerald W．Scully，“Economic Discrimina一

七ionin Professional Sport，”Law and Con－

temporary Problems38（Winter－Spring，

1973），p．68．

その実数は上記のごとく決して多くはないことを

忘れてはなるまい。

また，ここにあげた三大スポーツと陸上競技，

そしてその70％が黒人であるボクシソグを除いた

他のスポーツへの黒人の進出状況は，さらにひど

いものであった。JayJ．Coakley　は，この5つ

のスポーツの他に「ゴルフの　Charles Sifford

（チャールズ・シフォード）とLeaElder（リー・

エルダー），テニスの　Althea Gibson（アルシ

ー・ギブソソ）とArthur Ashe（アーサー・ア

ッシュ），そしてわずかのスポーツに散らばって

いる数名の選手の伝記を加えれば，黒人のスポー

ツへの参加を知ることができる20）」とまで述べて

いる。その原因については後に述べたいと思うが，

黒人女性フィギュア・スケーターなどまれな例を

険桝乳　今日でもそうした事態に大きな変化はな

い，といってよいであろう。

限られたスポーツの限られた定員枠，それが黒

人達の目指すスポーツ進出の現実であるにもかか

わらず，スポーツは「社会的上昇への道」である

というイデオロギーが多くの黒人，とりわけ黒人

少年達を掃えて離さない。たとえそれが，表3に

示されているように激烈な「競争」と「選抜」の

過程を意味していてもである。表3からは，40万

人あるいは60万人という高校生のプレイヤーが，

限られたプロの座を目指して上昇していくことの

蓑3　各段階のプレイヤー数と新人数及び

平均在籍年数（1972年）

野　球雲ス三ツエ言霊芸：ふ

高　　　校　　400，000　　600，000　　　600，000

大　　　学　　25，000　　　40，000　　　17．000

メジャー・

リ　ー　グ
600　　　　ユ，222　　　　　　324

新　人　数　　　100　　　　157　　　　　　60

等均在蒙　7－8　　5　　　5

出所：Adapted from Harold Blity，“The Drive

to Win：Careersin Professional Sports：，

Occu・pationa10utlookQuarterly17（Summer，

ユ973）pp．3－16．
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困難さを充分読み取ることができる。しかも，プ

ロの座をなんとか手にすることのできる新人選手

の枠はさらに少なく，幸運にも手にしたとしても

そこに在籍できるのはわずかな年数でしかないこ

とも，それは示している。これらの数字は黒人に

限定されたものではないが，さきの黒人プレイヤ

ーの割合や後に述べるように黒人達のプロ志向性

が高いことを合わせて考えれば，その「競争」と

「選抜」は彼らにとってさらに激烈なものである

とみてよいであろう。

ここにみてきた数字は，すべて黒人連がプロ・

スポーツのプレイヤーになることの困難さを表わ

している。「社会的上昇への道」を上り詰めるこ

とのできる黒人は，途方もない「競争」と「選抜」

の過程を勝ち抜くことのできるたぐいまれな実力

と強運を兼ね備えたほんの一鐘りの者に限られて

いる，というのが正確な表現であろう。「社会的

上昇への道」は，「一方にごく少数の勝利者を，

他方に無数の敗者を生み出す。そして無数の敗者

は，人生における決定的な時期と膨大なェネルギ

ーをこの過程で失21）」うことになる。ここに「社

会的上昇への道」が虚構であることは，明瞭であ

る。

4　黒人社会とスポーツ商業資本

黒人達にとって，ミュージシャソやェソクーテ

ィナ一になることと同様プロ・スポーツ界に入る

ことが成功への道である，といわれていることは

一般的によく知られていることである。しかし，

すでにみたようにその虚構性もまた明らかである

といってよい。にもかかわらず，なぜ彼らはプ

ロ・スポーツ界を目指すのであろうか。

アメリカン・ドクリームの幻想性や「社会的上

昇への道」の虚構性を彼らは認識していないのか，

あるいは，認識しているにもかかわらずそうせず

にはいられないのか，定かではない。確かたこと

は，黒人スポーツが置かれている状況を彼ら自身
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が知り始めたのは，黒人プロ・プレイヤーの誕生

がそれほど古いことではないのと同様最近のこと

であり，その情報も，彼らがマス・メディアを通

じて日常的に見開きする黒人プロ・プレイヤーの

活躍に関する報道を上回るものではない，という

ことである。

黒人をスーボーッに向かわせるのは，カラー・

バリヤー廃止前と同様，その貧困と，スポーツを

貧困からの脱出の手段にするという図式であり，

廃止以隠　黒人社会を良質なプレイヤーの供給源

として位置付けた高度に組織化されたスポーツ商

業資本の存在である，と考えてよい。

まず，黒人連の貧困についてみてみよう。1910

年代から30年代にかけて，南部から北部へ，農村

から都市へという塾で黒人人口の流出・移動が大

塊榛に起ったことはすでに述べたが，彼らは多

くの場合ニュー・ヨークのハーレム（Harlem）

に代表される黒人居住区，ブラック・ゲットー

（BlackGhett0）を形成した。彼らは労働者化し

若干の賃金を手にすることができるようになった

という点では奴隷よりましであったが，「雇用は

最後，解雇は最初22）」という不安定な立場に常に

あり，「非白人（その90％以上は黒人……筆者注）

の失業は公式統計でみても，白人のそれの二倍以

上と見積られ23）」る状態にある。幸いにして職業

についた者でも，その多くは半熟練労働象　家事

使用人，サーヴィス業などが多く，その収入は低

く安定しない。したがって彼らの所得も低収入に

陥らざるをえず，黒人家族の60％が年収4000ドル

未満であり（白人は28％）蓑4に示されているよ

うに平均年収は白人家族の半分程度にすぎないの

である。そしてこの貧困に基づく黒人の生活が，

「18歳以下の者のうち半数しか両親と共に暮らし

ていなくて，ここの住居の49パーセソトが荒れ果

て，25パーセソトがつめこめるだけつめこまれて

いる24）」という，まさに「荒廃」としか喩えよう

のないハーレムの生活と大差のないものであると

考えてよいであろう。
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表4　家族収入の比較（中位数）

出所：本田創造『アメリカ黒人の歴史』岩波書店1964

年p．178

家族の生活がこのように貧困と荒廃の中にある

にもかかわらず，黒人少年の多くは，将来失業に

脅かされるか低収入の職業に就くことしかできず，

現在の生活を繰り返すことになるであろうことを

明確に予感せざるをえない。しかも，彼らが高収

入の専門職や知的職業に就くことを阻んでいる低

学歴も，スポーツによって大学まで進学し卒業す

ることにより克服できる可能性があるのである。

これは決して誇張ではない。彼らの大学卒業者率

は，1970年で白人の12％に対して5％，1980年で

も白人18％に対して8％，という段階に留まって

いる25）。このような状態にあるとき，多くの黒人

少年が「ゲットーを抜け出る道，キャデラックや

ワニ皮の靴，そしてカシミヤ織りのスポーツ・コ

ートを手に入れる道26）」としてプロ・スポーツへ

の道を志向するのほ，ある意味で当然のことであ

るのかも知れない。事実，川口智久の調査研究に

よれば，カリフォルニア州出身の黒人プレイヤー

の71％がロサソゼルス及びその周辺都市から輩出

されており，そうした背景との因果関係を強く示

唆している27）。

他方，スポーツ商業資本は，テレビやラジオ，

新聞などを通じて日常的に黒人少年達の心をくす

ぐり，スポーツへの欲望をかき立てている。たし

かに，スポーツ商業資本の直接的な利潤動機は，

種々の大会やイペソトによる興業収入あるいは宣

伝収入にあるのかも知れないが，それは常にスタ

ー・プレイヤーの高度な技術や豪華な生活，そし

て時にはその容姿すらも動員して子ども達のあこ

がれや欲望を刺激しているのである。64のテレ

ビ放送局を対象にした1949年のスポーツ調査にお

いてすら，「全放送時間に対し最高35％，最低4

％，平均16％の時間がスポーツ放送に充てられて

いる28）」ことが明らかになり，1960年代後半に

は興業的に下降気味であったNBA（National

BasketballAsociationナショナル・バスケット

ボール協会）が「オーナーがテレビの可能性，つ

まり金儲けの道具としての可能性を発見したとた

ん，NBAは痩せ細るどころか太りはじめ29）」た

のであった。テレビ放送などによる宣伝収入の増

加は，プレイヤー達の契約金や年俸を莫大なもの

に引き上げてきたが，それが子ども達を魅了しな

いわけがなかった。ましてや，さきにみたような

生活環境にある黒人少年の多くが，スター・プレ

イヤーの人生に自己の人生を容易に重ね合わせた

としても，何ら不思議なことではないのではなか

ろうか。

1975年のウィソブルドソ世界テニス選手権の覇

者ArtherAshe（アーサー・アッシ′ユ）は，「野

球は，Jackie Robinson　の存在によってすべて

の黒人少年にとって特別の意味を持っていた30）」

と述べ，彼もまたJackieRobinsonにあこがれ

少年時代野球とテニスに夢中になったことを措い

ている。結局彼は野球ではなくテニスを選んだが，

黒人プレイヤーとして幾多の輝しい記録を手にす

ることによって「アッシュ自身否応なく多くの黒

人少年のあこがれとなり，彼等がその人生を謄し

て近づこうとする黒人スーパー・スター・プレイ

ヤーの一人になったので81）」あった。

かつて「大スターの時代」と呼ばれる時期があ

ったように，アメリカ・スポーツ界ではスター・

プレイヤーが重要な意味を持ってきた。テレビを
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はじめとするスポーツ・マスメディアの大々的な

発達は，これをさらに実体的かつ普遍的なものに

したのであった。「ロピソソソとアッシュの関係

は，決して歴史の皮肉とか，歴史の驚異とかとい

ったたぐいのものではない。プロ・スポーツ界の

スターにあこがれた黒人少年が，全てをスポーツ

に注ぎ込み自分もスター・プレイヤーの座に着く。

それは，黒人社会とプロ・スポーツ界の間で絶え

間なく繰り返されてきたことである。アッシュも

またそうした無数の連鎖の－構成員であった32）」

のであり，こうした仕組が高度に組織化されてい

るのが今日のアメリカ・スポーツ界である。

一人のスター・プレイヤーが，テレビを通じて

これに数千倍する黒人少年を引き付け，その少年

達はさきの表3にみられる激烈な「競争」と「選

抜」の過程を経てスターの座に着き，また新たに

多数の黒人少年を引き付ける役割を果たす。それ

はまさしく，無限に拡大していくスポーツ商業資

本の自己増殖過程を彷彿とさせるものである。貧

困と荒廃に喘ぐ黒人社会は，スポーツ商業資本の

側からすれば「より優秀なプレイヤーの確実な供

給源であり，これを温存することは必要なことで

さえある33）」といえるであろう。

5　現存する差別とその意味

数千倍ともいわれる「競争」と「選抜」の過程

が存在し，勝者はともかく無数の敗者はなす衝も

なく元の貧困と荒廃に喘ぐ黒人社会に戻らなけれ

ばならないにもかかわらず，なぜ黒人は三大スポ

ーツを中心とするごく限られたスポーツに集中す

るのだろうか。なぜ，ゴルフやテニス，スケート

などではいたとしても僅かであり，水泳やスキー

では皆無なのか。その理由について知り得る資料

が充分にはないが，すでに述べてきたアメリカ・

スポーツの歴史や在り方などとの関係にも触れな

がら究明してみたい。

まず，黒人のスポーツ参加に関わる物質的条件
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表5　ユ594都市の主たるスポーツ施設数

プ　レイグ　ラ　ウ　ソ　ド　　　　　14，747

野　　　　球

テ　　　　ニ　　　　ス

ア　イ　ス・ス　ケ

陸　上　競

ス　　タ　　ジ

5，502

13，085

3，274

1，933

504

海　　水　　浴　　場　　　　　　　780

出所：山中良正『アメリカスポーツ史』邁造書院1967

年p．203より抜粋。

についてである。スポーツを行なうために必要な

費用や時間は，その実践主体である黒人の生活を

反映しているのであり，いずれも差がない。残る

要素は施設・設備についてであるが，アメリカで

はニュー・ディール政策が公共のスポーツ（レク

リェーショソ）の環境整臍に画期的な影響力を及

ぼし34），蓑6のとうり1950年の段階ですでにスポ

ーツ施設が一定程度整備されており，ほとんどす

べてのスポーツを行ない得る条件下にあった。し

たがってその生活環境を背景とする黒人のスポー

ツ志向と，それを行なうための物質的条件につい

ては，いずれも同等であったといってよい。

問題の解明は，ここでも恐らく，まずスポーツ

商業資木の存在とその欲求にこそ求められるべき

であろう。つまり，三大スポーツなどに比べてこ

れらのスポーツによる利益回収率は低い，という

ことである。テレビでのスポーツ放映時間につい

てはすでにみたが，そのほとんどが三大スポーツ

とボクシソグであった35）という指摘も同時になさ

れており，そうした候向はこの間不変であったと

考えられる。スポーツ産業資本は，何万人，時に

は十万人単位で収容できるスタジアムや体育館で

ゲームを行なうことができ，テレビ放映によって

より多くの大衆の目を引き付け多額の宣伝収入が

確保できるスポーツに対してのみ，その触手を伸

ばしているのである。

次の間題は，未だに黒人に対する差別が厳然と

して存在している，ということである。「ジョー

ジア州オーガスタで開かれるマスターズトーナメ

】　技ア

場

場

場

場

ム

1
．
L



アメリカ黒人とスポーツ　Ⅰ

ソトは，アメリカで最も権威のあるトーナメソト

だといわれているが，まだそれに招待された黒人

は1974年のリー・エルダーひとりだけである86）」

というような時代錯誤的な体質にあるゴルフ，こ

のゴルフやスキーのように費用のかかるスポーツ

にはなかなか参加できないような黒人の生活環境

を放置してきたこと，などもその現われである。

SamuelLubell（サミュエル・ルベル）の「人

種関係の習慣の変化に対する南部白人の態度」調

査によれば，黒人が投票する（95％），白人と一

緒に働く（80％）などでは高い賛意を示したのに

対し，同じ水泳プールを使う（9％），同じレス

トラソで食事をする（39％）などでは賛意は低い

ものであった37）。白人の黒人に対するこうした態

度から読み取れるように，白人（とりわけ南部）

の間に公的な部分では黒人との共存を承認しなが

ら，同じプールを使うとか一緒に食事をするとい

った私的な部分では黒人を忌避する傾向が依然残

存していることもある。「いつも白人の子だけが

特典を与えられ……略・・…・私たちは火曜日しか市

営プールで泳ぐこととが許され38）」ないというよ

うな状況ではないにしても，カラー・バリヤー廃

止以降も目に見えない形での圧力を感じ，プール

から遠ざかりやがてスイマーとして上昇していく

道を失う，などという状況も充分予想されるので

ある。

黒人に対する差別の現存は，三大スポーツから

も知ることができる。1976年の大リーグでは，外

野手の52％が黒人であったのに対し，ピッチャー

とキャッチャーが4％，ショートが0％，サード

が17．％，セカソドが39％，そしてファーストが50

％であり，これは他のシーズソでもほぼ同様であ

った39）。このように特定のポジションに黒人が集

中する（させられる）のは「割当制（Stacking）」

のためである。「割当制」は，他の選手に命令や

指示を出す重要なポジショソ（ピッチャー，キャ

ッチャー，シュートなど）から，黒人はそうした

能力には欠けるとして排除する機能を果たしてい

る。「割当制」は，野球に限らずアメリ　カソ・フ

ットボールにもあり，黒人プレイヤーは攻撃チー

ムより守備チームに多く，しかも，ライソパッカ

ーやセソクー，クォーターバックなどの中心的ポ

ジショソほ圧倒的に白人が占めているのに対し，

黒人はコーナー／くッレクやラソニソグバックなど非

中心的ポジショソに集中している40）。

この他，コーチなどの職業につきにくいとか，

テレビ・コマーシャルに出る枚会が極端に少ない

とか，黒人プレイヤーに対する差別は枚挙にいと

まがない41）。

ここにみてきたように，三大スポーツを含めア

メリカ・スポーツ界には黒人に対する差別が依然

存在しているが，三大スポーツでは黒人プレイヤ

ーを絶対的に必要としており，スポーツ商業資本

が必要とし是認する範囲内でそれを排除し得るの

である。ところが資本が必要としないものについ

ては，その援助や保護もなく，近代スポーツに付

きまとっている「私事性」や「個人責任性」が露

出せざるをえず，また差別も表面化し黒人プレイ

ヤーが上昇する機会を減少させる。テニスやゴル

フ，水泳などのスポーツに黒人プレイヤーが希少

なのは，多少大胆にいえば，アメリカ社会そして

その反映としてのアメリカ・スポーツ界に依然と

して黒人に対する差別が存在していることの反証

であり，スポーツ商業資本がその差別を一定程度

排除し解消していく力を有していながら，これを

追認し逆に利用していく姿勢をとっていることの

証明である，ということになろう。

今後の課題

アメリカ・スポーツ界における黒人差別の問題

は，ここに緯繚述べてきたようにそれ独自に存在

するものではない。黒人達が現実に生活を営み，

スポーツが寄って立つアメリカ社会その内部に存

在するものであることを，まず確認しておきたい。

本小稿では，差別の実態を究明するためにその
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社会的・経済的背景を把撞するとともに，そこに

介在するスポーツ商業資本とその役割に焦点を当

ててみた。このことについては，今後もさらに精

教に史実に即して追究する必要があろう。また，

紙数の制約もあって触れることができなかったが，

近年スポーツ界における黒人差別の問題に関わっ

て，その分析・批判並びに種々の見解も出される

ようになった。それらについても妥当性，有効性

などの観点から比校検討していく必要があろう。

他日を期したい。
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